


ぷ
エ
清
き
影
を
浮
か

べ

冴
え
冴
え
し
瞳
よ

あ 白iそ
あ 珠2の
幼2と 胸
子きさに

きか
げ が
持 や
て く
り 生ど

命五

こんな問題がグいま、農村と農業に、

そ
の
子
ら
を
守
り

尽
く
せ

わ
れ
ら

わ

が

真

心
を
。

こ
れ
は
学
院
歌

の

一
節

で
す
が
、

こ
の
信
条
を
胸
に
、
保
育
児
童
の
養

護
と
教
育

、
福
祉
に
と
巣
立

っ
た
生

徒
は
一千
三

O
O余
名
と
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
に
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
保
母
さ
ん
の
養
成
施
設
と
し

て
設
置
さ
れ
た
当
学
院
に
は
、
現
在

一
・
二
年
生
そ
れ
ぞ
れ
六
十
人
が
保

育
者
と
し
て
必
要
な
専
門
的
理
論
と

技
術
を
学

び
、
付
属
保
育
所

の
乳
幼

児
(六
十
人
)
た
ち
を
相
手
に
実
習
と

余
念

の
な
い

毎

日
を
過
ご
し
て

い
ま

す
。富

山
県
で
は

い
ま
、
幼
稚
園
、
保

育
所
で
の
教
育
内
容
を
改
善
し
て
、

乳
幼
児
教
育
の
一
元
化、

一
貫
し
た

施
設
実
現

の
た
め
の

研
究
が
進
め
ら

れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
向
か
ら

履

修

科

目

(
昭
和
五
十
三
年
度
)

特 専 専 体 外 一

設 r~ r ~ 国
般 〆守主、

科 乙科 甲科
教育

手IJ

目 委員 目 類 目 育 三ロ五口

科
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一 八 四 一 一 一/'、ー・ 数 |一

一 四
位早

ーノ_._、ー 四 ー/ム、ー 一 数一 一

集、 F害 心理社tヱ』ミ 体育 基 科活 学哲
理 ・

III 音 原 学 保育 福 義講
寸=ー， 科

楽 理 祉 文
障 リ II 小 原 I

統計学 学入量<=三z 丈 . 児 理 ・ 体 目
児 ム臨 イ呆 1 II 

育実技保育 床

健I 養 福祉童児-

文
言 Jし、 地 名
語 理 護 理

保育
主寸且ー， 

音楽 理原立目主己 ' 経
寸λ且- 楽 乳 1 1 済
研 II 児

等 童児・ 教育原
ナ』ん

ワプ恒し 等 保
育 生

当
学
院

で
は
、
乳
幼
児
の
健
全
育
成

を
め
ざ
し
、
望
ま
し
い
保
育
者
、
杜

会
福
祉
事
業
の
発
展
に
尽
く
す
人
材

の
養
成

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

.農家の兼業化と農村の混住社会化ガ進み、

農家聞のつなガりもうすくなっています。

・都市に比べて生活環境の整備がおくれて

います。

・若い農業の働き手ガ不足しています。

な
お
、
一
一カ
年

の
修
業
年
限
を
終

低所得者の児童手当10月から月額 6，000円にー17

料理飲食等消費税の基礎控除額の引上げ一一一一18

あなた も言濠当しませんか ?

旧軍人 ・準軍人 の一時金の請求 18 

コ ミュニテ ィづ〈 りをめざす県民のつどい一一一19

かしこい消費者シリ ーズNo.20

暮らしの中の照明 20-21 

トピックス 8月16日一 9月15日一一一一一一20-21

暴力団を締め出そう 24 

立山初すべ り事故防止 24 

県有美術品紹介シリ ーズ

薬草の図里美米王室作 一表 3

秋さわやかスポーツでつく ろう 心'とからだ一一一一表4

富山県保育専門学院 表紙 ・表 2

村ぐるみによる農業の振興 1 -3 

まず地力をつくろう/

10月は土 づ 〈り 強調 月間 4-6  

ふ るさとの味「とや ま四季の味」発刊一一一一一一 6

転作シリーズ④ 花き球根 7 

自信があり ますか?あなたの体力一一一一一一8-9

車充言十に見る富山県の r(すり」 一一一一一一一10-11

ふるさとの民話⑦ 12-13 

火土輪権兵衛

交通事故相級の手ヲト 最終 14-15 

自賠責保険その 2

シート ベルトを着用しよう 16 
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え
る
と
、
「保

母
資
格
証
明
書
」

(今

年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
男
子
に
は

「資
格
証
明
書
」)

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

畜産や園芸が専門化し、稲ワラや家畜のフン

尿ガムダにされる一方、地力ガ低下してい

ます。

事

業

J 

イじ

背

Eヨ.
尽

の

近
年
の
農
業
、
農
村
は
、
昭
和

十
年
代
か
ら
の
高
度
経
消
成
長

に
よ

っ
て
大
き
な
彬
響
を
受
け
、
農
外
所

得
の
増
大
に
よ
り
農
家
の
生
活
水
準

改 の は
廃 ・流 そ た

出 の い
農 、反 へ

用兼面 ん
地 業 、 lilJ

のの若 上
利進 手 し
用行'のま
度、 農 し

/立農 村 た
び 用 労 。

地地働
力 の 力

の
低
下
が
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
混
住
化
社
会

の
進
展

に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下
、

公
害
問

題
の
深
刻
化
等
の

い
ろ
ん
な
問
題
が

オ

生
じ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
種

の
問
題

に
つ

い

て
、
地
域

の
実
情
に
則
し
て
そ
の
解

決
を
図
リ、

食
料

の
安
定
的
供
給
と

生
産
性

の
高

い
農
業
経
営
の
育
成
と

い
う
、
農
政

の
基
本
目
棋
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
地
域
農
業
者

の
自
主

性
と
意
向
を
尊
重
し
て
、
地
域
の
農

業
振
興
を
凶
る
こ
と
が
緊
要
と
な

っ

て
さ
て
お
リ
ま
す
。



事
業
の
ね
ら
い
と
特
色

本
事
業
は

以
上
の
よ
う
な
多
様

か
つ
凶
難
な
問
題
に
対
し

農
業
者

が
こ
れ
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
認
識

し
、
集
落
段
階
か
ら
の
話
し
合
い
に

よO
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
し
い

村
づ
く
り
の
方
向
づ
け
を
す
る
。

0
農
業
振
興
と
経
営
規
模
の
拡
大
を

行
う
農
業
者
に
農
地
を
活
用
さ
せ

スw

。

O
今
後
と
も
、
農
業
を
担
っ
て
い
く

農
業
者
の
相
互
交
流
を
は
か
り
、

組
織
化
を
進
め
る
。

等
を
ね
ら
い
と
し
て
、
五
十
二
年
度

に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
特
色
は

事

業

の

こ
の
事
業
は

地
域
農
政
推
進
活

動
と
地
域
農
政
整
備
事
業
の
二
本
柱

に
よ

っ
て
仕
組
ま
れ
て
お
り

有
機

的
に
関
連
づ
け
な
が
ら
実
施
す
る

と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
農
政
推
進
活
動

こ
の
事
業
は

村
づ
く
り
の
運
動

o
l
o
-
-
.

，
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O
ど
の
よ
う
な
農
家
に
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
農
用
地
を
集
積
さ
せ
る

占

υ

。

O
ど
の
よ
う
な
方
法
で
地
力
の
向
上

を
図
る
か
。

な
ど
に
つ
い
て
、
市
町
村
全
体
を
範

囲
と
し
た
総
合
推
進
方
策
を
た
て
る

も
の
で
す
。

富
山
県
で
は
、
五
十
三
年
度
は
八

市
町

(滑
川
市

・
小
矢
部
市

・
富
山

市

・
黒
部
市

・
入
善
町

・
大
門
町

・

福
光
町

・
福
野
町
)。

五
十
三
年
度
は

新
規
に
八
市
町

(砺
波
市

・
高
岡
市

.
氷
見
市

・
魚
津
市

・
八
尾
町

・
立

山
町

・
宇
奈
月
町

・
小
杉
町
)
を
加

え
て
十
六
市
町
に
お
い

て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
事
業
は
、
市
町
村

が
主
体
と
な
り
、
農
業
委
員
会

・
農

協
等
の
関
係
団
体
が
一
体
と
な

っ
て

三
カ
年
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
市
町
村
が
行
う
こ
れ
ら

の
活
動
費
の
二
分
の
一
を
助
成
す
る

ニ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
農
政
整
備
事
業

こ
の
事
業
は、

村
ぐ
る
み
の
話
し

O
地
域

の
特
性
を
十
分
に
重
税
し

農
業
者
の
自
主
的
な
意
向
に
基
づ

し、

て

集
落
段
階
か
ら
の
話
し
合

い
を
積
み
上
げ
て

そ
の
成
果
を

行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う

い
わ
ば

「
地
域
主
義
」
:

.

LJ
コ
し

ト
ト
」
l

一企
画

慮
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

O
農
用
地
の
確
保
及
び
有
効
利
用
と

担
い
手
育
成
確
保
を
総
合
的
、

体
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で

「
人
づ
く
リ
」
と
土
地
問
題
を

一
体
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と

で
す
。

国
や
県
で
は
、
こ
の
事
業
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

助
成
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

内
~ 
J合

の
実
践
を
通
じ
て
、
地
域

の
直
面
し

て
い
る
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
課
題

解
決

へ
の
方
途
と
し
て
、

O
農
業
生
産
を
意
欲
的
に
行
お
う
と

す
る
担
い
手
農
家
を
ど
の
よ
う
に

育
成
す
る
か
。

0
農
用
地
を
ど
の
よ
う
に
し
て
有
効

に
活
用
す
る
か
。

集落の話し合いを基礎に新し心、村づくりを

集落の農業生産とくらしについて

全農家の意見を出し合います。〔まず、みんなで相談を t

合
い
に
よ

っ
て
、
農
用
地
の
流
動
化

有
効
利
用
が
見
込
ま
れ
る
地
区
を
範

囲
と
し
て
、
規
模
拡
大
志
向
農
家
を

対
象
に
、

0
必
要
な
機
械
施
設
の
導
入
助
成

O
営
農
集
団
活
動
助
成

O
小
作
料
一
括
前
払
い
助
成

を
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
実
施
す
る

集落の農業生産と、くらしの問題

について、改善計画をまとめます。

計画にもとづいて、みんなで自主

的に村づくりを推進します。

2 3 

も
の
で
す
。

既存の補問事業、髄質事業

の積極的活用

小規模土地基盤整備

営農集団活動促進

特認事業

機械施訟の設置導入

小作料一括前払い悶成

に
し
て
お
り

一
地
区
当
り
の
標
準

五
十
二
年
度
は
、

小
矢
部
市

・
入

善
町
で
実
施
し
、
五
十
三
年
度
は
、

事
業
費
は
八
千
万
円
(
補
助
率
は
六

十

r
j七
十
半
訂
)

で、

二
年
間
で

滑
川
市

・
大
門
町
で
実
施
す
る

こ
と

実
施
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。



良
質
の
米
や
麦
、
大
一品
、
園
芸
作

物
な
ど
を
、

安
定
し
て
品
質
の
良

い

も
の
を
多
収
す
る
に
は、

作
物
を
つ

く
り
出
す
「
土
の
地
力
を
高
め
る
」

こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と

で
す
。

最
近
、
農
業
の
兼
業
化
が
す
す
み
、

省
力
栽
培
が
ゆ
き
わ
た
り、

手
聞

の

か
か
る
堆
き
ゅ
う
肥
な
ど

の
有
機
物

の
施
用
が
減
少
し
、
化
学
肥
料
の
み

土
く
リ
は
手
聞
が
か
か
り
ま
す
が
、
排

水
の
悪
い
水
田
や
中
晩
生
種
あ
と
で

は
、
田
が
湧
き
、
稲
の
生
育
に
悪
影

盟
国
を
及
ぼ
す
の
で

こ
の
場
合
は
つ

で
作
物
が
つ
く
ら
れ
る
傾
向
が
強
い

た
め
、
地
力

の
低
下
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
昭
和
三
十
九

年
度
か
ら
、
水
田
、
畑
、
果
樹
の
土

づ
く
り
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
転
作

の
増
加
に
伴

っ
て
、
麦
、
大
豆、

飼
料
作
物
を
新

十
月
は土

づ
く
り
強
調
月
間

リ
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

稲
刈
り
が
終
了
し
た
十
月
は

「
土

づ
く
り
強
調
月
間
」
で
す
。

村
ぐ
る
み
で
、
良
い

土
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

主
な
土
づ
く
り
対
策
は
次
の

と
お

り
で
す
。

た
に
加
え
て
、
広

い
範
囲
の
土
づ
く

土
づ
く
り
の
第
一
は
有
機
物
の
施
用
か
ら

-
稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
、
秋
に
す
き
こ
む

ヰ雨わらを平火にすきこむ

排水溝

と
め
て
堆
肥
に
し
て
施
し
ま
し
ょ
う
。

稲
わ
ら
は
腐
植
な
ど

の
養
分
を
高

め、

土
づ
く
り
に
大
切
な
有
機
物
資

材
で
す
。
最
近
こ
の
大
切
な
稲
わ
ら

を
、
じ
ゃ
ま
も
の
扱
い
に
し
て
田
ん

ぼ
で
焼
い
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
が
、

稲
わ
ら
を
焼
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ

れ
だ
け
土
が

《
や
せ
る
》

こ
と
に
な

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
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堆肥づくり
稲
わ
ら
に
十
ア
ー
ル
当
り
珪
酸
石

灰
二

O
O
J
と
石
灰
窒
素
二

O
J
を

散
布
し
、
秋
耕
し
て
土
と
よ
く
出
ぜ

排
水
溝
を
設
け
て
、
水
は
け
を
良
く

す
る
と
、

早
く
腐
り
ま
す
。

-
稲
わ
ら
の
多
い
中
晩
生
活
昂
種
は
つ
と
め
て
堆
肥
に
す
る

昔
は
稲
わ
ら
を
堆
肥
に
し
て
施
す

-
畜
産
農
{
本
C
の
連
け
い
に
よ
り
「
き
ゅ
う
肥
L

を
施
す

肥
」

の
効
果
が
大
き
い
こ
と
は

地
力
の
低
い
水
田
で
は

「
き
ゅ
う

存
知
の
と
お
り
で
す
。

そ
こ
で
、
畜
産
農
家
に
は

「
き
ゅ

稲わらを回収

(有機物資材と併用)

けい酸石灰 熔成燐肥

j中 積 7k 田 200 kg kg 

赤 土 200 60-100 
j共干責水田

里 ボ‘ ク 200 100 

きゅう肥の散布

水田の土壌改良資材の施用量表 1

(1)リン酸吸収係数の大きい赤土、黒ボク田では、熔成燐肥を 100句3年連続施用後は60切とする。

(2)鉄含量の少ない沖積水田では、 (tl、酸石灰より転炉淳を200-300kg.施用した方がよい。

う
肥
」
が
あ
る
が

「
稲
わ
ら
」
が
不

足
し
て
い
ま
す
の
で
心

1
和
種
農
家

か
ら
稲
わ
ら
を
畜
産
農
家

へ
l
畜
産

農
家
は
き
ゅ
う
肥
を
耕
種
農
家
へ

l

と
相
互
に
交
換
し
合
う
。
し
か
も

れ
を
組
織
的
に
つ
な
い
で
、
機
械
や

施
設
を
活
用
し
て
省
力
的
に
散
布
す

る
と
効
果
は

一
段
と
高
ま
り
ま
す
。

き
ゅ
う
肥
の
施
肥
量
は

十
ア

ル
当
り
二
J
程
度
が
適
量
で

そ
れ

以
上
多
い
と
、
稲
が
で
き
過
ぎ
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い

の
が
常
識
で
し
た
。
確
か
に
堆
肥
づ

珪酸石灰の散布

水
田
の
養
分
が
不
足
し
て
い
る

珪
酸
石
灰
や
熔
成
燐
肥
を

稲
を
健
全
に
育
て
る
に
は
窒
素

燐
酸

・
加
里
の
三
要
素
の
ほ
か
に

珪
酸

・
石
灰

・
鉄

・
苦
土
な
ど

の
養

分
が
必
要
で
す
。
本
県
の
水
田
は
こ

つでれ
り

表の
l 養
に分
刀三 カミ

す不
量足
をし
施て
しい
まま
しす
よの

畑

は

ま

ず

排

水

を

堆
き
ゅ
う
肥
と
石
灰
質
肥
料
を

畑

(転
換
畑
も
含
む

は
水
田
に

比
べ
て

有
機
物
の
分
解
が
早
く

か
ん
が
い
水
か
ら
の
養
分
の
供
給
が

な

逆
に
雨
水
に
よ
り

石
灰

苦
土

・
加
里
な
ど
の
養
分
が
溶
脱
し



土
が
酸
性
に
な
り
や
す
く

土
の
衰

え
が
早
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め

有
機
物
の
消
耗
を
防

ぐ
た
め

堆
き
ゅ
う
肥
を
施
用
す
る

と
と
も
に
、
畑
作
物
は
酸
性
に
弱
く

燐
酸
が
吸
収
し
に
く
い
の
で

石
灰

畑(転換畑含む)の地力増強資材の施用量

土佐肥または 消石灰または
熔成燐肥

粗製水酸化

腐熟きゅう肥 苦土炭カル 苦土肥料

毎作施用 2，000 kg 100 kg kg kg 

年 l回施用 50 20 

表2

1 .野菜

「
水
田
利
用
再
編
」

そ
れ
は
も
う

わ
れ
わ
れ
に
は
聞
き
慣
れ
た
言
葉
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

の
米
一

辺
倒
の
水
田
利
用
体
系
か
ら
、
米
も

作
る
が
、
そ
の
他
の
農
作
物
も
導
入

し
て
、
需
要
に
見
合

っ
た
米
作
り
と

合
理
的
な
土
地
利
用
を
進
め
よ
う
と

い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
ま
す
。

「有
効
な
水
田
利
用
と
有
利
な
農

業
経
営
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

」
北
き
球
根
類
u

に
ス
ポ

ッ
ト
を
当

て
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本

一
を
誇
る
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
や
カ
ノ
コ

ユ
リ
の
ほ
か
に
も
、
ス
イ
セ
ン
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
、
ク
ロ

ッ
カ
ス
等
の
秋
植

え
球
根
だ
け
で
な
く
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ

に
示
す
量
を

質
肥
料
と
熔
成
燐
肥
な
ど
を

耕
起
前
に
施
し
ま
し

ト
品

、4
1

ノ
。

ま
た

転
換
畑
は
湿
害
に
弱
い

の

で
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

2.麦・大豆

:1:1主 ~E または 消石灰または
熔成燐肥

腐熟きゅう肥 苦土炭カル

麦 2，000 kg 100 kg 50 (洪積土)kg 
毎作施用

大豆 1，000 100 50 (洪積土)

(昭和52年)県内栽培の各種球根類

10アール当り

平均売上げ

396，000円

栽培面積

(秋)
委員種

3.飼料作物15，700 a チューリ ップ

消石灰または苦土炭カル堆肥または腐熟きゅ う肥

410，000 

306，000 

434 ヒヤシンス
100 kg 
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表100 

307，000 264 スイセ ン

3 ， 000 -4 ，000 kg 平ヰ不イ
毎作施用270 ク ロ ッ カス

2，000 科メペ?
640，000 

*上記のほかに、スカシユリ、クリニタム、カマシ一、

フリチラリヤ、ステルンベ Jレギアナ、サフラン、オ ー

ニ ソガラム等が栽培されている 。

415，000 

262，000 

340，000 

295，000 

337，000 

418，000 

162 

130 

3，370 

359 

268 

77 

12 

アイ リ ス

コルチカム

ン

アリューム

一フ

カノコユリ

グラ ジオラス

ムスカリ

ス
の
よ
う
に
春
に
植
込
む
球
根
も
あ

っ
て、

「
球
根
の
こ
と
な
ら
富
山
に
お

に
よ

っ
て
、
園
芸
作
物

の
栽
培
で
問

題
と
な
り
が
ち
な
連
作
障
害
の
予
防

ま
か
せ
く
だ
さ
い

」
と
全
国
の
消
費

者
に
い
え
る
よ
う
な
総
合
球
根
産
地

づ
く
り
が
地
道
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
球
根
類
は

い
ま
、
ど
れ
も
需
要
に
追

つ
つ
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
作
付
の
拡
大
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

球
根
類
の
栽
培
と
土
地
利
用
体
系

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

年
間

ま
る
ま
る
水
田
を
使
用
す
る
年

一
作

型
と
、
前
作
や
後
作
が
入
る
年
二
作

型
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
、
そ

の

前
後
に
随
意
に
水
稲
作
を
行
う
こ
と

に
も
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、

雪
国

の
本
県
で
は
、
冬
期

の
水
田
利
用
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

い
も
の
で
す
が
、
秋
植
え
球
根

の
場

合
、
九
カ
月
ほ
ど
の
ほ
場
占
有
期
間

の
う
ち
三
カ
月
以
上
は
積
雪

・
寒
冷

の
季
節
で
、
土
地
の
有
効
利
用

の
上

か
ら
も
大
変
有
利
な
も
の
と
い
え
ま

す重く
要て球
で 浸 根

水委員
立 も の
地な栽
条い 培
件と で
の し、は
吟 つ

昧た排
とこ水
ほ・とか
場が良

一
枚
を
作
付
け

の
最
小
単
位
と
す
る

こ
と
や
、
集
団
化
へ

の
配
慮
が
必
要

で
す
。
花
き
球
根
の
導
入
や
栽
培
技

術
に
つ
い

て
は
、
砺
波
市
に
あ
る
富

B 

山
県
花
井
球
根
農
業
協
同
組
合
や

最
寄
り
の
農
業
改
良
普
及
所

県
グ〉

関
係
機
関
等

に
こ
照
会
く
だ
さ

い

一休閑(各種球根類を組み入れた作付体系)

一一水稲 ・ユリ 1日 ~12ーク。ラ ジ オラス~.T匂-i旦水平田一一
秋冬野菜等

春植え球根

(グラジオラス)

①ー水稲一-3一九三王チューリ y プその他の竺工1lJ~戸工竺一秋野菜与」iFe -- 一一 5丘一水稲一一
秋植え球根(ユリを除 く)

秋植え球根
水稲 7-9月 10月 翌 年 10月 始めに戻って

②ーユリ以外の秋植え球根一→一一一一←ーカ ノコユリ・スカ シユリー→ ←一水稲ほか 一一

春夏野菜

フ



第 1問 あなたは健康診断を・・・

定期的に受けている 2点

不定期に受けている 1.点

受けていない O点

第 2問 あなたが日光にあたるのは

l週間に10時間以上 2点

ときどきあた っている 1点

ほとんどあた っていない

O点

第 3問 あなたは自分の血圧値とそ

の意味を

どちらも長Uっている 2点

一方だけ知 っている 1点

どちらも知らない O点

第 4問 あなたは食べ物を

なんでも美味しく食べられ

る 2点

好き雄いが少しある l点

好き 嫌いが多い 。点

スポーツの秋を迎えて、体 そこで、まずはあなたの体

力が気に なりませんか。住民 力をチ ェックし てみませ ん か。

運動会や 地域のスポーツ大会 機会があれば、市町村で開催

り張り切って参加しても、昔 される体力テスト会に参加す

とったきねづかが通用せず、 ゐ 方 法 も あ り ま す が 、 こ こで

自信喪失…… という場面も少 は、日常の生活の中で気軽に

なくありません。 できる体力テス卜の方法を紹

介します。

からだに関する12の質問

運動を 持っているがあまり行わな

毎日やっている 3点 L、 2点
過に 2-3回やっている 持とうと努めている 1点

2点 持と うと 思わなし、(無関心)

ときどきペコっている 1点 O点
Jやらない 0点 第 11問 あなたの睡眠は

第フ問 あなたは 規則正しい時間に熟睡する

a 階段3階分を休まずに 3点

昇れる 不規則だが熟睡する 2点

b lOOOm以上休まずにゆ 時間が不規則で寝不足気味

っく りかけ足がで・き る 1点
C l日の仕事が終った後 よくH民れない 0点

他のことをする元気があ 第 12問 あなたは休養をするとき

る 悩みを忘れてくつろぐこと

以上3つのニとを カずできる 2点
3っともできる 3点 努力することによ ってくつ

2つができる 2点 ろlずる 1点
lつだけできる l点 悩みが多 くてくつろげι‘い
3っともできない 0点 0点

第 5問 あなたは自分の体重を 第 8問 あなたは水泳を

定期的に量ってコントロ ー 50m以上泳げる 3点 25点以上優れています
ルしている 2点 25m以上泳げ‘る 2点 20点以上良好です
どのくらいか大体知 ってい 少し泳げる 1点 15点以上 みつう
る 1点 j永lずない O点 12点以上不良です
どオLくらいか長uらない O点 第 10問 あなたは何か趣味を 11点以下論外です

第 6問 あなたは汗が出るくらいの 持って行っている 3点

日常生活の中でできる I 
顔を洗うときに・・

l 体力チェック I 
・水の入った洗面器に顔をつけ、何秒間息を止めれ

朝、目がさめだところで-一一・

.手を使わないで上体を起ニせますか?

A. 手を体側 につけたまま起こせる

B. 手を振って反動を

つけたら起こせる

C. 起きれない

起きだところで...

.両手を頭のうしろにあてて組み、上体をまげて、

ひじをひざにつけたまま、 3つ数える間止めれま

すか?

A.両ひじがひきずにつけれる

B.片ひじだけつけれる

C. で'き なし、

丸一ー

60ぺ

ますか?

A. 60秒間以上止めれる

B. 30秒間以上止めれる

c. 30秒間まで止めれない

会社ヘ出かけるとき玄関で......

・片足で立ったまま靴のひもを結べますか?

A.結べる

B. 途中でよろける

C. まったくできない

t::S 
9 

会社に着いだら・・・...

・ 4階までの階段を休まずに昇れますか?

A. 小走りで休まず昇れる

B. 歩いてなら休まず昇れる

C. 途中でひと休みしなけれ

ば昇れない

家 で 掃 除 の 途 中 に 腰 伸 ば し を し た つ い で に...

.タンスから畳の横巾(O.9m) だけ離れてうしろ反

りをして、 タンスカf見えますか?

A タンスの高きの半分より下が見える 「B タンスの高さの半分より上が見える

C タンスを見ることができない

円
会社の休憩時間lこ・.，

-ひじ付きの椅子で、両腕でからだを支える二とが

できますか?

A 10秒間以上支え ることができる

B. 5秒間以上支えることができる

C できない

夕方の買いもののときに...

.電柱と電柱の聞を息を止めたまま歩けますか?

A. 息を止めたまま

全距離歩ける

B. 半分以上の距離

は歩ける

C. 半分まで続かない

食事の前に子どもといっしょに…

・なわとびの両足とびを何回続けるニとができます

カ、?

A. 100回以上続けることができる

B. 50回以上続けることができる

C. 50固までできない

巴

お 風 呂 に 入 っ た と き に-

・背中を洗ったときに、両手を背中で組むニとがで

きますか?

A. 右手を上にした場合も 左手を上にした場合もで

きる

B. どちらか片方だけできる

C. どちらもできない

夜、テレビを見なガら…

.仰向けに寝たまま 、両脚を真直ぐ伸ばして揃え、

床から20cm離して止めたままにしておくニとがで

きますか?

A. 30秒間以上あげたままにしてお くことができる

B. 15秒間以上静止できる

C. 15秒間までできない

20tr余苦言。
寝る前にフトンのクッ ションを利用して…

・腕立てふせの姿勢から 、はずみをつけてからだを

はねあげることができますか?

A.両手両足を床から離すことができる

B. 両手を離して 1回拍手できる

C. できな い

効pと詩
コ

.ひざをかかえて座り 、 うしろに転ってからはずみ

をつけて前に起きるニとができますか?

A. ひざをかか えた ままできる

B. 手を離せばできる

C できな 戸きわ

A.....・たいへん結構です。これからも健康づくり

をお続けください/

B……大体結構ですが、老化のきざしがみえます。

スポーツ怠どで防.ltしましょう/

C……体力の衰えガ目立ちます。生活の中に手軽

にできる体力づくりをとり入れ、回復!こ努

力しましょう。



統計に見る

富山県の「くすりJ

医薬品生産額第6位

(内配置用家庭薬第 1位

全国比

富
山
二
代
藩
主
前
田
正
甫
公
が
、

全
国
各
藩
か
ら

の
要
望
に
よ
り
始
め

ら
れ
て
三
百
年
。
全
国
津

々
浦
々

の

消
費
者
か
ら
、
今
だ
に
喜
ば
れ
重
宝

が
ら
れ
て
い
る
「
と
や
ま
の
く
す
り
」

は、

《
富
山
県
配
置
家
庭
薬
》
と
し
て

国
民
の
保
健
衛
生
に
貢
献
し
て
い
ま

す
J
畠
山
々
と
い
え
ば

H

く
す
り
。
と

相
言
葉
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
富
山
県
で
生
産
さ
れ
る
医
薬
品

は
、
ど
の
よ
う
な
動
態
に
な

っ
て
い

る
の
か
、
十
月
十
七
日
か
ら
の

「
薬

と
健
康
の
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
統

計
図
表
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

生産額の伸びの殆どは、医師

向けの医薬品です。

大阪府
534，177 

492，248 

生産額は飛躍的な伸びを見せ

全国第6位となり、製造所数は

全 国第4位とな っています。

富山県医薬品

生産額の推移

(単位:百万円)

第 3図

全国生産額

2~1S4 ， 582億円

372，729 
323，053 

静岡県

137，133 

開
閉 東京都

第 1図 医薬品

生産金額の推移
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第2図 医薬品製造業者
及び製造所数の推移
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生
産
額
は
昭
和
四
十
五
年
に
比

べ

著
し
く
伸
び
て
い
ま
す
が
、
製
造
所

数
は
昭
和
五
十
年
台
か
ら
、
極
端
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

G
M

P

(医
薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理

に
関
す
る
基
準
)
に
よ
り
管
理
シ
ス

テ
ム
が
厳
し
く
な
り
、
製
造
所
が
廃

統
合
し
て
、
薬
の
安
全
性
を
高
め
、

生
産
量
を
増
や
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

第 4図医薬品生産額

( 1 ~ 6位単位 :百万円)

昭52.12.31現在

全国製造所数

2，139カ所

医薬品製造所数 (1~5位)単位 : カ所

円註

崎玉県

富山県
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神奈川県

52年

322.3 
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a
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4
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神奈川県富山県奈良県大阪府東京都

50年

155.3 

今
年
も
、

全
国
的
に
十
月
十
七
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で

「薬
と
健
康
の

週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

薬
は
、

「両
刃
の
剣
」
と
も
い
わ

れ
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
薬
に
も
毒

に
も
な
り
ま
す
。
正
し
い
知
識
に
基

づ
い
て
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
薬
と
し
て
の
効
果
を
あ
ら
わ
し
ま

す
0・

薬
の
正
し
い
買
い
方

一
、
ど
ん
な
薬
が
良
い
か
薬
剤
師
な

f 北海道 ¥ I 
¥ 645名 I I 

@ 

富山県配置薬販売従事者分布図

(昭和52年 12月31日現在)

「とやま のく すり 屋さん」は

この ように、全国に分布されて

います。

第6図

ど
専
門
家
に
相
談
す
る
。

二
、
容
器
、
包
装
が
い
た
ん
だ
り
、

表
示
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
買

わ
な
い
。

-
薬
の
正
し
い
保
管
方
法

介。

一
、
薬
は
、
湿
気
、
日
光
、
高
温
を

避
け
、
他
の
も
の
と
区
別
し
て
保

管
す
る
。

二
、
誤
用
の
原
因
と
な
る
他
の
容
器

三
、
危
険
性
の
あ
る
薬
は
「
毒
」
「
劇
」

「注
意
」「
医
師
等
の
処
方
せ
ん
、

へ
の
入
れ
替
え
や
、
こ
ど
も
の
手
の

届
く
場
所
で
の
保
管
は
止
め
る
。

指
示
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
」
等

古
く
な
っ
た
薬
は
使
わ
な
い
よ

の
記
載
が
あ
る
か
ら
注
意
す
る
。

う
に
捨
て
る
。

-
薬
の
正
し
い
使
い
方

な
お
、
薬
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
十
一
月
三
日

一
、
薬
に
は
、
用
法
用
量
、
効
能
効

か
ら
六
日
ま
で
富
山
西
武
デ
パ
ー
ト

果
や
使
用
上
の
注
意
な
ど
が
定
め

ん
で
正
し
く
使
う
。

ら
れ
て
い
る
。
説
明
書
を
よ
く
読

ま
す
。
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
て

で

「薬
と
生
活
展
」
を
開
催
い
た
し

二
、
む
や
み
に
薬
を
併
用
し
た
り

お
り
ま
す
の
で
、
多
数
お
誘
い

の
う

乱
用
す
る
こ
と
は
や
め
る
。

合計

9，832名
r@ 1 

238，101 

211，627 

203，488 

181，088 

144，659 

136，257 

137，342 

95，544 

.人数は富山県に住所

を有している配置販

売業者及び補助員が

配置しているプロ ッ

ク別の人員を示す。 ーー

l )沖縄 O名

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

富山県医薬品の主な輸出先

11 

富 山県の薬は、世界の人々の

保健衛生にも 貢献しているので

す。

. (昭和52年)単位:百万円

ト、

第7図



む
か
し
¥
富
山
の
殿
さ
ま
が
越
中
を
お
さ
め
て
お

ら
れ
だ
こ
ろ
¥
八
尾
の
町
に
¥
山人
士
輔
権
兵
衛
と
い

う
人
、ガ
お
つ
だ
と
。

な
か
な
か
変
っ
た
名
前
、
だ
ガ
¥
火
土
輔
(
七
輪
)作

り
の
名
工
、だ
つ
だ
も
ん
で
¥
こ
ん
な
ふ
う
に
呼
ば
れ

だ
の
だ
そ
う
な
。

ほ
ん
と
う
は
¥
水
口
屋
権
兵
衛
と
い
う
て
¥
い
ろ

ん
な
道
具
の
発
明
改
良
、ガ
得
意
な
職
人
だ
つ
だ
と
。

秋
の
中
ご
ろ
の
あ
る
日
¥
妻
と
い
っ
し
ょ
に
¥
自

分
の
家
の
畑
ヘ
大
根
掘
り
に
い
っ
芝
、ガ
じ
ゃ
。
で
か

ら
と
ふ
と
つ
だ
大
根
を
掘
っ
て
¥
煮
物
を
し
た
り
¥

漬
物
に
し
芝
り
し
て
食
べ
る
の
を
楽
し
く
思
い
な
、ガ

ら
畑
に
入
っ
た
。

見
る
と
¥

一
本
も
な
か
っ
だ
。

み
ん
な
盗
ま
れ
て
し
も
と
つ
だ
。

つ
だ
の
じ
ゃ
と
思
う。

そ
れ
で、

い
ま
お
返
し
で
き

だ
と
思
う
と
¥
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
が
な
い
。

育
難
う
て
か
な
わ
ん
で
お
礼
を
い
う
と
る
が
じ

ゃ
ち
ゃ
」
と
い
う
て
¥
い
か
に
も
安
山
し
だ
顔

し
て
お
つ
だ
と
。

そ
の
後
¥
こ
の
話
、ガ
町
中
に
ひ
ろ
ま
っ
て
大
評
判

に
な
り
¥
み
ん
な
感
山
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
聞
い
だ
盗
人
は
¥
だ
い
そ
う
剛

ず
か
し
う
な
つ
だ
。
あ
る
夜
¥
あ
や
ま
り
の
手
紙
に

大
根
の
代
金
を
つ
け
て
¥
こ
っ
そ
り
と

権
兵
衛
の
家
の
裏
口
に
置
い
て

い
つ
だ
と
。

ま
芝
、
こ
の
話
、
ガ
さ
ら
に
¥

富
山
の
殿
さ
ま
の
耳
に
も
入
り
¥
ひ
ど
く

感
山
川
さ
れ
て
¥
権
兵
衛
を
お
城
ヘ
時
び
出
し
て
¥
お
ほ

め
の
言
葉
と
反
物
な
ど
を
下
さ
つ
疋
と
い
わ
れ
と
る
と
。

語
っ
て
そ
う
ろ
う
¥
語
ら
い
で
そ
う
ろ
う
。

ぶ
ん
・

石
崎
直
義

こ
の
話
は
八
尾
町
に
伝
わ

っ
て
い

る
民
話
で
あ
る
。

仏
教
で
い
わ
れ
る
善
人
、
す
な
わ

ち
妙
好
人
が
権
兵
衛
で
あ
ろ
う
。

こ

う
し
た
宗
教
的
な
民
話
に
は
、
心
あ

た
た
ま
る
も
の
が
あ
る
。

解
説

え

-
久
米
宏

一

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の
ぺ

l
ジ
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

妻
は
び
っ
く
り
し
て
¥
誌
が
盗
ん
だ
の
じ
や
ろ
う

あ
き
れ
だ
顔
し
て
¥

と
¥
ひ
ど
く
腹
を
立
て
た
。

寸
あ
ん
た
¥
ど
う
せ
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
ね
。誰
に
¥

と
こ
ろ
が
権
兵
衛
は
¥
に
こ
に
こ
顔
し
て
¥
地
面

何
の
た
め
に
ぺ
こ
ぺ
こ
頭
を
下
げ
て
お
礼
を
い
わ
っ

し
ゃ
る
の
か
ね
。
あ
だ
し
ゃ
聞
か
せ
て
ほ
し
い
わ
し

に
坐
り
¥
手
を
つ
い
て
伺
べ
ん
も
頭
を
下
げ
て
¥

「
こ
れ
は
¥
こ
れ
は
育
難
い
こ
と
で
ご
ざ
る
。
こ

と
問
う
て
み
だ
。

つ
ち
か
ら
そ
な
だ
さ
ま
へ
持
っ
て
い
っ
て
あ
げ
な
く

す
る
と
権
兵
衛
は
¥

ち
ゃ
な
ら
な
か
っ
だ
の
に
¥
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
畑
へ
と

「
そ
う
か
そ
う
か
。
お
ら
と
こ
の
畑
の
大
根
、
ガ
盗

り
に
来
て
下
さ
つ
だ
の
で
ご
ざ
り
ま
す
か
L

と
¥
誌

に
い
う
と
る
の
や
ら
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
が
¥
て
い

ね
い
に
お
礼
を
の
べ
芝
と
。

妻
は
¥
伺
ガ
伺
や
ら
勾
口
販
が
い
か
ず
¥

ま
れ
だ
の
は
¥
お
ら
ち
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
ぬ
翫
の

世
に
¥
き
っ
と
そ
の
人
の
大
根
を
盗
ん
だ
こ
と
が
あ



政
府
保
障
事
業

ひ
き
逃
げ
の
自
動
車
事
故
の
被
害
者
や
、
保
険
契
約

を
し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
の
に
契
約
さ
れ
て
い
な

い
無
保
険
車
、
あ
る
い
は
、
責
任
保
険
の
締
結
は
さ
れ

て
い
る
が
、
盗
難
車
で
あ
る
た
め
責
任
保
険
に
よ
る
損

害
て
ん
補
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
故
な
ど
の
被
害
者
は

加
害
者
の
賠
償
能
力
が
十
分
で
は
な
い
限
り

正
当
な

賠
償
を
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
救
済

さ
れ
な
い
結
果
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
自
賠
法
で
は
、
こ
れ
ら
ひ
き
逃
げ
事
故
や

無
保
険
車
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害
者
を
救
済
す

る
た
め
、
政
府
が
そ
の
損
害
を
て
ん
補
す
る
と
い
う
補

償
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。が、J

u 

険
の
損
害
賠
償
額
の
支
払
い
請
求
の

場
合
と
同
じ
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
最

書
類
の
う
ち
、
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
の
発
行
す
る
事
故
証
明
書
に

寄
り
の
保
険
会
社
(
営
業
所
)
に
提

ひ
き
逃
げ
事
故
で
あ
る
旨
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。(

お
わ
り
)

出
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
た
だ
し

ひ
き
逃
げ
事
故
の
場
合
に
は
、
提
出

自賠責保険取扱会社等一覧表

名 車ホ 電 話 所 在 地

共 栄 火 y< 海 上 (0764)21-1850 富山市姥町1-45
島1 亜 火 ゾ((丈《 j毎 上 (0764 )41-1764 富山市新桜町6-25

住 友 海 上 火 災 I(0764)41-2938 富山市新桜町2-15

大 正 i畢 上 火 リ丈 (0764)32-3025 富山市本町9-7

大 成 火 災 海 上 (0764) 25 -2225 富山市清水町4-2-6

第 一 火 災 海 上 (0764)25-0767 富山市室町通り 1-2

大 東 庁、 火 す丈 海 上 (0764 )41-2988 富山市小島町松井ビル内

千 代 田 火 火((( 海 上 (0764 )32-3535 富山市安住町2-8

東 尽 海 上 火 ユペ (0764 )33-1513 富山市新桜町6-22

東 j羊 火 L《P《tぐ 海 上 (0764) 23 -9852 富山市姥町舟崎ビル

同 手口 火 少((に《 海 上 (0764)31-8327 富山市北新町2-1-17

日 動 火 1tFft 〈 i毎 上 (0764 )41-2088 富山市新桜町2-26

日 産 火 J《・《Y《L 海 上 (0764 )24-1017 富山市堤町通り 1-3

日 新 火 リ((丈g j毎 上 (0764) 33 -3534 富山市八人町8-5

日 本 火 1《・《、主《 海 上 (0764)41-3717 富山市新桜町6-8

邑 士 火 JtFH t 海 上 (0764) 32 -6232 富山市総曲輪1-6-1

安 田 火 少〈ら 海 上 (0764) 25 -6321 富山市西町7-2

こ
の
政
府
保
障
に
は
、
仮
渡
金
請

求
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
全
治

し
た
と
き
損
害
の
全
部
を
ま
と
め
て

請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

て
ん
補
金
の
支
払
い
は
、
政
府
か
ら

委
託
を
、
つ
け
て
、
自
賠
責
保
険
を
扱

う
保
険
会
社
(
別
記
参
照
)
が
行

っ

て
い
る
の
で
、
不
幸
に
し
て
被
害
に

あ
わ
れ
た
か
た
は
、
こ
れ
ら
保
険
会

社
(
ど
こ
の
保
険
会
社
で
も
よ
い

を
通
じ
て
政
府
に
損
害
の
て
ん
補
金

を
請
求
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
被
害
者
の
医

療
費
な
ど
は
、
労
災
保
険

・
健
康
保

険

・
国
民
健
康
保
険
等
の
社
会
保
険

の
保
険
給
付
を
先
に
利
用
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
し
利
用
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
利
用

し
た
ら
受
け
ら
れ
た
給
付
相
当
額
を

整理番号第 号

昭和年月日

火災海上保険株式会社

自動車損害賠償保障事業への損害のてん補請求書の書式

自動車損害賠償保障事業への
殿運輸大臣

受付月日

保険会社

扱庖名

住 所 住所

保有者

請 求 者
氏名

の続柄
氏名

職業 ・
住所

勤務先 運 転者

住所 氏名

被害 者
男

氏名
女 自動車の種別

保障事業への 並びに番号
請求理 由

事 故 グ〉 事故の年月日

原因 ・ 状況 事 故の場所 昭和 年 月 日 午 時 分

財産的損害 精神的損害 損害額合計 賠償責任者のてん補額 他の法令に基づく給付の根拠、その額

請求する金額

及びその算出基礎 請求額 予 r疋~・ 額 決 ，疋ー孟ー.
宮真

※ ※ 

上記の通り相違ありません。ついては上記金額をお支払い願いた く関係書類を添えて請求します。

昭和 年 月 日

保会社側険協議主告印

責任者
原因 種別 傷害の態様

住所

1 死
2 

重
係

3 請求者 ⑮ 

4 軽
t 

損害のてん補請求書
号※損害てん補請求書番号第

差
し
引
い
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
て
ん
補
金
の
支
払
い

14 

ひ
き
逃
げ
事
故
ま
た
は
無
保
険
車

等
に
よ
る
事
故
の
被
害
者
は
、
政
府

に
対
し
て
保
障
を
求
め
る
場
合
に
は
、

「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
へ
の

損
害
て
ん
補
請
求
書
」
(
書
式
は
別
記

参
照
、
用
紙
は
別
記
保
険
会
社
に
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
。)
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、
そ
の
ほ
か
に
自
賠
責
保

損害てん補請求書番号は本屈において連続番号を記入のこと。
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2 ※印欄は請求者において記入しないこと 。注1



シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
な
ぜ
必
要
か

一
、
体
重
七
十
五
キロ

の
人
が
、
時
速

き
衝
突
す
る
と
、
ビ
ル
の
五
階
(約

七
十
J
の
速
度
で
走

っ
て
い
る
と

十
四
灯
」

か
ら
落
ち
た
の
と
同
じ

き
に
衝
突
す
れ
ば
、

そ
の
身
体
に

衝
撃
と
な
り
ま
す
。

は
三
j
四
J
に
相
当
す
る
力
が
加

三
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
亡
事
故
は
、

時
速
十
九
J
位
の
遅
い
速
度
か
ら

わ
り
ま
す
。

二
、
時
速
六
十
キロ

で
走

っ
て
い
る
と

発
生
し
て
い
ま
す
。

ω 

所得制限額表

53年度 54年度

区 分 所得額 所得額

(限度額) (限度額)

0人 2，226千円 1，980千円

扶
1 2，486 2，270 

養親
2 2，746 2，560 

族等
3 3，006 2，850 

4 3，266 3，140 
及

び 5 3，526 3，430 

童児 6 3，786 3，720 

グ〉 7 4，046 4，010 
数

8 4，306 4，300 

9人以上 (略)

(注)所得税法に規定する老人扶養親族があ

る者についての限度額は、上記の額に

老人扶養親族|人につき60，000円を加

算した額とすること 。

表 2費用割合負担表

四
、
両
手
を

つ
っ
ぱ

っ
て
衝
撃
に
耐

え
ら
れ
る

の
は
、
時
速
七
J
未
満

で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
速
度
な
ら

た
と
え
そ
の
気

で
い
て
も
耐
え
る

の
は
無
理
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ド
ラ
イ
バ

ぜ
ひ

シ
ー

ト
ベ
ル
ト
が
必
要
な

の
で
す
。

ー
が
身
を
守
る
た
め
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果

一
、
正
し
い
運
転
姿
勢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と
、

身
体
を
ひ
き
し
め
、
正
し
い
運
転
姿

勢
と
な
り
、

ひ
い
て
は
身
体
の
み
な

ら
ず
心
も
ひ
き
し
ま
り
、
安
全
水
準

の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な

っ
て
運
転

が
で
き
ま
す
。

二
、
疲
労
防
止
に
役
立
つ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と
腰

や
上
半
身
の
動
揺
が
少
な
く
、
ま
た

脈
は
く
、
皮
ふ

の
電
気
抵
抗
、
呼
吸

量
が
安
定
し
、
疲
労
防
止
に
役
立
ち

ま
す
。

、
安
心
感
が
も
て
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
と

じ
込
め
ら
れ
て
窮
屈
だ
と
い
う

人
も

あ
り
ま
す
が
、

二

・
三
回
着
用
す
れ

ば
次
第
に
安
定
感
に
と

っ
て
か
わ
り

ま
す
。

四
、
衝
撃
を
受
け
て
も
シ

l
ト
ベ
ル

'
昭

和

五

十

三

年

十

月

か

ら

児

童

手

当

受

給

者

の

う

ち

低

所

得

者

(

市

町

村

民

税

所

得

割

の

額

の

な

い

者

)

手

当
月
額
を
六
千
円
に
引
き
上
げ
ま
す

児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。
園
、
県
、
市
町
村
と
事

業
主
が
費
用
を
持
ち
あ

っ
て
、
児
童

を
養
育
す
る
者
に
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り、

家
庭
生
活
の
安

定
と
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童
を

健
全
に
育
成
し
て
、
資
質
の
向
上
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
児
童
手

職公
被用

被

員の 務員

者以外

用

場メE入3 刀4、A 者

卦ノ、二 グ〉
σ3 

{E ι 人

体業
グ〉 場

場よ入
の メ口入

所属庁
国

事業王4 
/ 

カf 6 7 
全 / 

額担負 者府道県E 

10 

国
2 

1 / 
/ 10 
6 

市区 都道府県

町村
0.5 

1 / 
/ 10 
6 

市区

町村

0.5 
/ 
10 

表 1

当
制
度
が
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
六
月
末
現
在
県
下

で
約

一
万
八
千
人
の
人
々
に
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
受
給
資
格
は
、
日
本

国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本
国
民
で
、

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま

っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ω十
八
歳
未
満
の

児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

一
人
以

上
が
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

(中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
)

で
あ
る

こ
と
。

ωそ
の
者
の
前
年
の
収
入
が

、

二
疋

の
額
(表

1
)に
満
た
な
い
こ
と
。

こ
の
児
童
手
当
は
、
各
種
の
福
祉

年
金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
け

て
い
る
者
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
額
は
、
三
人
以

上

の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
に
教
え

て
三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
、
月
額
五

千
円
支
給
さ
れ
ま
す

そ
の
う
ち
市

ト
を
着
用
し
て
お
れ
ば
、
死
亡
し

た
り
、
け
が
を
し
た
り
す
る
ニ
と

が
少
な
く
な
り
ま
す
0

・
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
、
衝
突

し
た
場
合
で
も
、
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ

ス
に
頭
を
突
込
ん
だ
り
、

ル
で
胸
を
打
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ノ、

ン
ド

ん車
が
横
転
し
た
り
、
ガ
ケ
か
ら
転

落
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、
車
内

と

を
こ
ろ
げ
ま
わ

っ
た
り
、
突
起
物

で
身
体
を
打
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

-
衝
突
や
横
転
の
シ
ョ

ッ
ク
で
ド
ア

が
開
い
て
も
、
車
外
に
放
り
だ
さ

れ
た
り
、
そ
の
車
の
下
敷
に
な
る

16 

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
衝
撃
を
受
け
た
と
し
て
も
、

意
識

を
失
う
こ
と
が
少
な
い
か
ら、

万

一
車
両
火
災
が
あ

っ
て
も
、
ま
た

水
中
に
飛
び
込
ん
で
も
ワ

ン
タ

ッ

チ
で
ベ
ル
ト
を
は
ず
し
、
車
か
ら

の
脱
出
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

一
シ
!
ト
ベ
ル
ト
は
、
一

一
あ
な
た
の
命
を
一

一

守

り

ま

す

O

町
村
民
税
所
得
割
の
額
の
な
い
受
給

者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
十

月
か
ら
、

一
人
に
つ
き
月
額
六
千
円

と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
払
い
に
必
要
怠
費

用
は
、
園
、
県
、
市
町
村
と
事
業
主

が
、
二
疋
の
割
合
(表

2
)で
負
担
し

て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
認
定
と
支
給
は
、
受

給
資
格
が
あ
る
者
の
住
所
地

の
市
町

村
が
そ
の
者
の
請
求
に
基
づ

い
て
認

定
し
、
認
定
し
た
市
町
村
長
が
、
毎

年
度
六
月
、
十
月
、

二
月
の
三
回
に

オフ

分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
前
月
ま
で

の
四
カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
払
い
ま

す
。支

給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
者
、

あ
る
い
は
児
童
手
当
の
受
給
に
つ
い

て
の
各
種
届
け
出
手
続
き
等
詳
し
い

こ
と
を
知
り
た
い

方
は
、
市
町
村
の

窓
口
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
と
公
共
企
業
体
の

職
員
の
方
に
つ
い
て
の
認
定
と
支
給

は
、
そ
の
勤
め
先
で
行

っ
て
い
ま
す
。



皆
さ
ん
が
飲
食
庖
や
旅
館
を
利
用

さ
れ
た
と
き
に
、
あ
る
基
準
を
超
え

る
料
金
を
支
払

っ
た
際
に
、
料
理
飲

食
等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

たL 千 +月 用さ 泊伴利用をつをさ こ

上5五Q引き -2日 5除4孟岡 市『4 

高 の れ旅館等

げ (従来l立 額が たとき お
ら 、 L、

れま のこ 適に宿て

基
礎
控
除
が
適
用
さ
れ
る
の
は

旅
館
な
ど
で
一
泊
二
食
の
料
金
が
四

今
年
十
月

一
日
か
ら
恩
給
法
の
一

是一一一
三一一宮一一
一一一五一一一
-一一一一一=E一一一一
一znFE一
一三一一一一
一EE一一一一一一一一一一一志一一一一一
一一一一一志一一一一一一一一一一一
一主一一一
=一一一一一三一一一-一一一一乞
一一一一=-一
一一ztu--Z一一
一
一主一
一ι:一一一一三一
一一-一一一訂正一

一一22日
EC一一
一一一一一一一
E
E

職
期
間
に
加
え
て
年
金
を
も
ら

っ
て

あなたも該当しませんかE

!日軍人・準軍人の

一時金の議求

部
が
改
正
に
な
り
、

旧
軍
人

・
準
軍

人
ま
た
は
そ
の
遺
族
で
、
次
に
該
当

す
る
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
請
求
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
旧
軍
人
ま
た
は
準
軍
人
(
戦
務
地

な
ど
の
勤
務
に
つ
い
て
い
た
と
き
)

(
以
下
同
じ
)
で
実
在
職
年
が
合
せ
て

一
時
恩
給
や
一
時
扶
助
料
の
受
給
者

三
年
以
上
あ
る
人
。

あ
る
い
は
旧
軍
人

・
準
軍
人
の
期
間

た
だ
し
、
普
通
恩
給
や
扶
助
料
、

を
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
在

三一一↑ZF一一
一
一一一一一一Utu-zznuz一一一一22nuEu--z一一一一tt一一一一一一一nu--u一一一一沼nu--一一--一一一一一EE一一一一--一一一一一
E

一一一一-一一一一一一主一一一一一一一一一一乞ん一
一一:z一一一一乞一
一一一2一
一一一乞一一一一一-一一一一一乞一一一一一=一一一一正一一一一一Z一一一一乞一一一
-

(
内
線

4
1
6
・
4
2
0
)

付両‘

M 

い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
支
給
金
額
は
、
階
級
在
職
年
に
関

係
な
く
一
律
一
万
五
千
円
で
す
。

O
請
求
手
続
き
、
内
容
な
ど
の
問
い

合
せ
仲
有

干
蜘
富
山
市
新
総
曲
輪
一
1
l
七

富
山
県
庁
社
会
福
祉
課
内

思
給
係

告

0
7
6
4
・出
・4
1
1
1

コ
ミ
z-

第
七
回
を
迎
え
る
昭
和
五
十
三
年

度
富
山
県
社
会
教
育
大
会
は

「
社
会

教
育
法
」

の
制
定
三
十
年
を
記
念
し

て
、
十
月
二
十

一
日
(
土
)富
山
県
教

の
つ
ど
い

」
と
し
て
、
社
会
教
育
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
広
く

一
般
，県
民

の
参
加
を
求
め
、
心
の
か
よ
い
合
子

地
域
活
動
を
積
極
的
に
盛
り
あ
げ
て

育
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
記
念
講
演

と
く
に
、
本
大
会
は

「
新
し
い
コ

講
師

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ

く
り
を
め
ざ
す
県
民

河
野
重
男
氏

大会の日程

9 : 30 A A. 付

10 : 00 
開会行事

10 : 30 
体験およ び意見発表

12 : 00 
昼食 ・映画

13 : 00 
記念講演

14 : 30 
休 '主じ白ρ 

14 40 
ふるさとの歌と おどり

15 30 

15 : 40 閉 よヨエ』 式

10月21日国
富山県教育文化会館

j寅
題

「新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

づ
く
り

の
課
題
と
万
向
」

-
体
験
及
び
意
見
発
表

青
年
、
婦
人
、

一
般
成
人
、
高
齢

者
各
層
の
代
表

の
方
か
ら
、
新
し
い

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
づ

く
り
に
つ
い
て

そ
の
体
験
及
び
意
見
の
発
表
が
あ
り

ま
す
。

-
ふ
る
さ
と
の
歌
と
お
ど
り

ふ
る
さ
と
を
見
直
す
運
動
の
ひ
と

っ
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化

の
保
存

・
伝
承
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
な
か
ま
の
皆
さ
ん
か

ら
、
発
表
が
あ
り
ま
す
。

く〉

。

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
、
み

ん
な
で
考
え
、

力
を
あ
わ
せ
て
行
動

す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
り
あ

げ
て
い
く
た
め
に
、
県
民
の
み
な
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す

料理飲食等消費税の概要

屈 の 種類等 手見 客員

1泊 2食

(利用料金一己000円)X10%
宿 I白

4，000円以下 なし

-遊興を伴わなし、場合

旅館
飲食及び 2，000円超 利用料金X10%
その他の

利用 2，000円以下 なし

-遊興を伴う場合 利用料金X10%

ノ〈ー ・キ ャバレー・料理屈 利用料金X10%

利用料金X10%
飲食庖

2，000円以下 なし

デパー トの食堂など食券を前売する庖 1品 1，000円以下は免税

(特例免税庖)

オB

千
円
を
こ
え
た
と
き
で
、
料
金
か
ら

皆者
きは
ん受
にけ
公・取
給・ つ

領・た
収・し
証・る
をし
おと
渡し
して
す

二
千
円
を
控
除
し
た
残
り
の
額
に
十

.灯
を
か
け
た
額
が
料
理
飲
食
等
消
費

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
給
領

収
証
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ

っ
て、

税
が
確
実
に
県
へ
入
る
し
く
み
に
な

税
と
な
り
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
そ
の
他
に

図
の
よ
う
な
と
き
に
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
税
は
料
金
と
一
緒
に

屈
の
経
営
者
に
支
払
い
、
屈
の
経
営

っ
て
い
ま
す
。

必
ず
公
給
領
収
証
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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暮らしの中の

明照

照
明
は
、
今
や
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
中
で
は
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
は
、
単
に
明

る
さ
を
得
る
だ
け
の
一
面
的
な
効
果

だ
け
が
追
求
さ
れ
て
は
い
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

の
ム
ー
ド
が

で
ま
す
。
ま
た
設
備
費

が
佳
光
燈
よ
り
も
か
な
り
安
価
で
あ

る
こ
と
や
、
ス
イ

ッ
チ
を
つ
け
れ
ば

そ
れ
に
見
合

っ
た
照
明
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
照
明
に
は
、
照
明

す
る
範
囲
か
ら
区
分
し
て
、
部
屋
全

体
を
明
る
く
す
る
た
め
の
全
般
照
明

と
、
ス
タ
ン
ド
や
ス
ポ

ッ
ト

・
ラ
イ

一
部
分
だ
け
に
能

率
的
に
光
を
供
給
す
る
局
部
照
明
と

が
あ
り
ま
す
。
全
般
照
明
の
場
合
に

は
、
部
屋
全
体
が

一
様
の
照
度
を
得

て
な
ご
や
か
な
ふ
ん
囲
気
に
な
り

明
暗
の
対
比
が
減
少
し
て
目
を
疲
れ

さ
せ
ま
せ
ん
が
、
局
部
照
明
の
場
合

ト
を
使
用
し
て
、

に
は
と
か
く
ま
ば
ゆ
さ
を
生
じ
強
い

陰
影
を
作
り
眼
が
疲
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。

し
た
が

っ
て
特
に
明
る
さ
を

必
・
要
と
す
る
読
書
や
裁
縫
な
ど
に
は

明
る
い
割
に
経
済
的
な
全
般
照
明
の

補
足
と
し
て
利
用
す
れ
ば
効
果
的
で

す
。全

般
照
明
は

さ
ら
に
光
線
の
取

す
る
ほ
か

視
覚
的
に
快
適
な
ふ
ん

囲
気
を
作
り
出
す
の
が
照
明
の
目
標

で
す
。

こ
の
た
め

よ
い
照
明
に
は

次
の
四
条
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ー
、
明
る
い
こ
と

明
る
い
と
こ
ろ
で
は
物
は
見
え
や

す

暗
い
と
こ
ろ
で
は
見
え
に
く

〈
目
を
疲
れ
さ
せ
ま
す
。

2
、
ま
ぶ
し
く
な
い
こ
と

視
野
の
中
に
輝
き
の
強
い
光
源
が

入
る
と
視
力
を
低
下
き
せ

物
の
見

え
方
が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
く

不
快
を
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

3
、
光
色
が
よ
い
ニ
と

白
熱
燈
(
タ
ン
グ
ス
テ
ン
電
球
)
の

光
色
は
、
太
古
の
昔
か
ら
夜
間
の
灯

火
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
炎
の
色
に

近
く
、
休
息
や
団
ら
ん
に
適
し
て
お

り
、
鑑
光
燈
の
光
色
は
自
然
の
畳
光

に
似
て
い
る
の
で
、
仕
事
の
場
所
の

..，.. 
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す
ぐ
点
燈
す
る
と
い
う
長
所
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
白
熱
燈
と
鑑

光
燈
に
は
そ
れ
ぞ
れ

一
長
一
短
が
あ

全般拡散照明半直接照明

照明の方式と配光

直接照明

扱
い
方
に
よ
り
直
接
照
明

・
半
直
接

照
明

・
全
般
拡
散
照
明

・
半
間
接
照

明
及
び
間
接
照
明
に
区
分
さ
れ
、
間
…

明
器
具
の
種
類
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る

4
、
明
暗
の
差
や

影
が
少
な
い
こ
と

あ
る
面
だ
け
が
明
る
く

他
の
面

が
暗
く
て
明
暗
の
差
が
甚
だ
し
い
と

現
在

照
明
の
光
源
と
し
て
は
ほ

と
ん
ど
電
力
に
よ
る
も
の
が
使
用
さ

れ
て
お
り

大
別
す
る
と
白
熱
燈
と

佳
光
燈
と
が
あ
り
ま
す
。

戦
前
の
家

庭
照
明
は
ほ
と
ん
ど
白
熱
燈
で
し
た

が
、
昭
和
二
十
六

1
二
十
七
年
頃
よ

り
佳
光
燈
が
普
及
し
は
じ
め

現
在

で
は
照
明
の
主
役
は
佳
光
燈
で
す
。

佳
光
燈
は
白
熱
燈
に
比
較
し
て
次
の

よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ら
れ
る
。

ー
、

約

%
の
電
力
で
同
一
照
度
が
得

2
、
無
駄
な
発
熱
が
少
な
く
、
そ
れ

だ
け
光
源
の
温
度
が
低
い
。

3
、
輝
度
が
低
く
、

殆
ど
ま
ば
ゆ
さ

り
ま
す
の
で
、
よ
く
考
え
て
両
者
を

使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

100-90% 

照明器具の定期的清掃間隔

J子 A担EZ 空拭 き 水洗い

よごれ易い場所 1週間 (月4回) 4週間(毎月 1回)

普通の場所 2 " (月 2回) 8 " ( 2カ月に 1回)

清潔な場所 4 " (月 l回) 16 " ( 4カ月に l回)

照
明
効
果
が
異
な
り
ま
す
。

直
接
照
明
は
殆
ど
光
源
か
ら
の
直

射
光
だ
け
に
よ
る
も
の
で
、
経
済
的

で
効
率
も
よ
く
設
備
費
も
安
く
て
す

き
は
目
の
疲
労
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
眼
精
疲

労
を
起
予
」
し

頭
痛
な
ど

肩
こ
り

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
照
明
に
は
必
要
と

を
生
じ
な
い
。

4
、
軟
ら
か
い
光
源
で
、

強
い
陰
影

を
生
じ
な
い
。

5
、
寿
命
が
長
い
。
(
白
熱
燈
の
平
均

寿
命
は
六
十
句
で
一
千
時
間
、
錘

み
ま
す
が

一
般
に
陰
影
が
強
〈

ま
ば
ゆ
さ
を
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
光
源
に
グ
ロ
ー
ブ
等
を
か
ぶ

せ
る
全
般
拡
散
照
明
を
採
用
す
る
と

直
接
光
が
や
わ
ら
げ
ら
れ
て
、

ま
ば

ゆ
さ
を
生
じ
な
く
な
り
、
天
井
面
も

明
る
く
な

っ
て
、
そ
の
反
射
光
で
室

全
体
に
わ
た
っ
て
や
ら
わ
か
い
拡
散

光
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
間
接
照

明
は
光
源
か
ら
の
光
を
天
井
や
壁
に

そ
の
反
射
光
だ
け
で
照
明
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
光
が

あ
て
、

や
わ
ら
か
く
て
陰
影
を
生
ぜ
ず
ま
ば

す
る
と
こ
ろ
に
適
切
な
質
と
量
の

光
線
を

的
確
に
供
給
す
る
機
能
性

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
照

明
を
考
え
る
場
合

光
源
や
個
々
の

照
明
器
具
に
つ
い
て
の
知
識
、
光
そ

の
も
の
の
性
質
を
十
分
把
握
す
る
と

と
も
に

眼
の
衛
生

作
業
能
率
な

ど
も
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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光
燈
は
四
十
円
で
一
万
時
間
)

し
か
し
な
が
ら

佳
光
燈
の
光
が

白
く
冷
た
い
感
じ
を
与
え
る
の
に
比

べ
て
、

白
熱
燈
は
光
が
赤
味
を
お
び

て
い
る
の
で
、

色
が
暖
か
く
安
ら
ぎ

ゆ
き
も
生
じ
ま
せ
ん
が
、
光
が
や
わ

ら
か
す
ぎ
て
活
気
が
な
く
な
り
、
物

の
立
体
感
も
薄
れ
ま
す
。
加
え
て
照

明
効
率
も
悪
く
不
経
済
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
通
常
は
中
間
的
な
半
直
接
照

明
や
半
間
接
照
明
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
住
ま
い
の
照
明
を
考

え
る
際
に
は
、
光
の
量
と
質
に
つ
い

て
十
分
考
慮
し
、
全
体
照
明
と
局
部

照
明
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

すで7読節でをきるも やのすし 大すましし、 過度の高 たま、 替えとまりし 光畳菅両端カは黒ずんf 減少し や汚れr 照響県や明ラ *[8 
いも いも照 すま。 よ」つ 司IJ‘h~ 

の の、 掃や除ラ のほ 器具明長度や透は うよ 手ま て明 ン lーJ、-

何はカs 取付主i宰T 明ど め 3るき0 プは

質利止 交換プン 増るさも でfきらこ 量除をし かなり ホコリ 点1I忘7 .4L-

の点 ん Y ぴましよ 」d型水 、 警気ど湿 卜'"""" 
から やチコ 戸外にの -c 

善』もL と 照 てン のは表刀一ミ の

明を いまセン 表示防「のい多
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-県政のうごき

輯輝輯輯蝿髄髄臨醐

8月16日~9月15日

8月18日
.県西部中心に集中豪雨

観測史上最大降雨量を

記録

真夏日が続く 18日未明、県西部を

中心に雷を伴う集中豪雨に見舞われ

国鉄の通勤列車のダイヤが大幅に乱

れ、中小河川がはんらん、床下、床

上浸水、水稲の倒伏などの被害が出

ました。

特に伏木観測所の観測によると、

午前 5時13分から 6時13分までの 1

時間の最大降水量が62.5ミリとなり、

観測史上最高の記録となりました。

8月22日
・真夏日ついに新記録

暑さも峠を越すという 「処暑」を

1日あとに迎えた県内は、午前 9時

に早くも 30度を超え、真夏日 55日間

という 、昭和14年からの観測史上新

記録 (36年の54日を上回ったもの)

となりました。

なお、その後この真夏日は64日間

と記録を更幸庁しました。

8月23日
.基金3億円を出えん

一県青年農業者育成基金
協会設立ヘー

富山県の農業の担い手を育成しよ

うと 、県青年農業者育成基金協会設

立発起人会が聞かれ、県と市町村、

農業団体とで基金 3億円を出えん、

その利子で育成事業を実施すること

にしました。設立は10月 1日を目標

としています。

8月25日
.八尾中核工業団地を答申

県農政審議会の農村工業導入 ・農

業構造改善合同部会が聞かれ、県か

ら諮問されていた八尾地区農村地域

工業導入実施計画 (八尾中核工業団

地)を県計画どおり承認し、直ちに

知事に答申しました。

この実施計画は、八尾、大沢野、

山田、細入の各町村に関連するもの

で、八尾町保内地区に 140ヘクター

ルの用地を造成、65年度までに計画

を完成させようという、県がたてる

導入計画初のものです。

緑濃い造成地に工業用地は78ヘク

タール、従業員数 5，000人、うち地

元雇用2，600人(農業従事者から1，800

人)の農業と工業の調和ある発展を

目指し 、年聞の工業生産額は 780億

円の計画とな っています。

8月29日
・県人口 109万0.451人に

8月1日現在の県人口 (推定)を

まとめたところ、 109万0，451人 (男

52万5，888人、女56万4，563人)とな

り、初めて109万人を突破しました。
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なお、世帯数も 27万 8，776世帯と

これまでの最高となりました。

8月318
.県民の翼訪中団出発

日中平和友好条約調印後初の訪中

団として、日中友好 ・富山県民の翼

訪中団(一行127人)が出発しました。

県民の翼の団員は、県日中友好協

会、日中友好県民会議、県日中友好

議員連盟が、県内の各界各層から参

加者を募ったもので、森岡政治副知

事を団長に、上海、北京、天津など

を回り友好親善を深め、9月11日無

事帰国しました。

9月4日
.新米に変質米発見

今年の稲作は れ良、、と観測さ れて

いる県内米の収穫、出荷が本格化し

てきた県内産米に、変質米、黒色粒叫

が発見されました。

全体に黒色 ・濃茶色に変色してい

るも ので、こうした変質米が1000粒

に 2粒交じると等級がダウンすると

あって関係者は不安の色を濃くしま

した。

に応答しました。

県民の一番関心時である北陸新幹

線問題で知事は、 19月末までには具

体的な実施計画が決まる予定。コー

スとしては北陸線が海岸沿いにう回

しているが、新幹線は山沿いになる。

富山駅へは高架で現在駅の南側に入

ってくるので、駅前の開発を急 ぐ必

要がある……」など極めて具体的に

答え ました。

9月12日
・富山職業訓練短期大学開校

技術革新に備え、産業界の新しい

担い手を育てる富山職業訓練短期大

学校(全国で 2番目)が、魚津市川縁

の魚津高等技能学校跡に完成、開校

しました。

9月13日
・第1回全国土地改良大会

| 止場整備率日本ーの富山県で、初

.北陸新幹線コースは山沿い |の全国土地改良大会が聞かれ、中川

= 知事と語る婦人のつどい=1農林水産大臣を迎え、関係者1，200人
県市町村会館ホールに約 300人の|が出席、 「明日の農村を築く土地以

婦人が出席して聞かれた、今年度初|良I育てよう豊かな農地われらの力

の「知事と語る婦人のつどい」は、 |て、」をス ローガンに、盛大に行なわ

活発な質疑があり、中田知事は適切|れました。
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暴
力
団
の
実
態
は
、
市
民
を
脅
か

し
た
り
、
違
法
な
金
も
う
け
な
ど
を

O
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。

被
害
を
、
つ
け
て
も
、
泣
き
寝
入
り
は

禁
物
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
被

O
暴
力
団
を
相
手
に
し
な
い

し
て
い
る
犯
罪
者
の
集
団
で
す
。

も
し
不
幸
に
し
て
、
暴
力
団
か
ら

害
を
大
き
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
暴

部
の
映
画
や
テ
レ
ビ
で
描
か
れ
て
い

る
よ
う
な
カ

ッ
コ
よ
く
、
ま
た
義
理

人
情
に
厚
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
団
は
、
相
手
が
弱
い
と
見
る

と
、
ダ
ニ
の
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も

き
ま
す
。

つ
け
込
み
無
理
難
題
を
吹
き
か
け
て

こ
の
よ
う
に
暴
力
団
は
、
き
わ
め

て
悪
質
な
反
社
会
的
集
団
で
あ
り
、

市
民
の
敵
で
す
。

私
達
の
社
会
か
ら
、
暴
力
団
を
締

め
出
し
、
明
る
い
社
会
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、

み
な
さ
ん
方
の
強
い

あ
と
押
し
に
よ

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
暴
力
団
を
な
く
す
る
こ
と
に
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。

暴
力
団
を
締
め
出
す
た
め
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
山

一
帯
を
紅
に
染
め
て
い
た

紅
葉
も
散
る
こ
ろ
、
山
に
は
新
雪

が
降
り
は
じ
め
ま
す
。

そ
し
て
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
待
ち
に

O
暴
力
団
に

つ
け
入
れ
ら
れ
る

ス
キ

を
つ
く
ら
な
い
。

県有美術品紹介

里見米巷作
在・富山県薬事研究所薬草の図

. 
‘ 

句

力
団
に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
ら

す
ぐ
警
察
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

O
暴
力
団
か
ら
の
被
害
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く

待

っ
た
立
山
初
す
べ
り
の
シ
|
ズ

ン
が
や

っ
て
き
ま
す
。

新
雪
に
シ
ュ

プ
ー
ル
を
描
き
な

が
ら
の
滑
降
は
、

ス
キ
ー
の
だ
い

標
高
二
千

五

O
O
灯
の
室
堂

一
帯
は
、
各
地

の
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
場
と
異
な
り

ご
味
と
い
え
ま
す
が
、

天
候
の
急
変
や
複
雑
な
地
形
に
よ

り
、
例
年
、
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
に
は

下
山
中

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
等
三
十
三
人
が
天

狗
平
で
猛
吹
雪
に
遭
遇
し
、
う
ち

七
人
が
凍
死
す
る
と
い
う
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

山
は
す
で
に
厳
し
い
冬
山
と
な

っ
て
い
ま
す
。

立
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
方

は
次
の
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
は
い
松
や
岩
が
露
出
し
て
い

早
く
警
察
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

警
察
は
、
あ
な
た
の
秘
密
と
安
全

を
守
り
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
あ
わ

せ
、
社
会
の
敵
で
あ
る
暴
力
団
を

締
め
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

る
の
で
、
滑
降
コ

ー
ス
の
選
定

に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

二
、
山
の
天
候
は
、
平
地
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
厳
し
い

吹
雪
や
濃
霧
に
み
ま
わ
れ
る

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

軽
装
で
遠
出
を
し
た
り
方
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な向
りを
ま見
す失
グ〉つ

で事
は

山
小命
屋と

ホに

テ
ル
関
係
者
に
注
意
事
項
を
よ

く
聞
い
て
か
ら
出
か
け
る
こ
と
。

三
、
地
獄
谷
で
は
、
有
毒
ガ
ス
が

噴
出
し
て
い
る
の
で
、
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
、
立
山
一
帯
の
交
通
機
関
や
宿

泊
施
設
は
、
時
期
を
き
め
て

一

斉
に
下
山
し
ま
す
か
ら
、

入

山

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
時
期
を
碓

認
の
う
え
入
山
す
る
こ
と
。

京
都
嵯
峨
在
住
の
里
見
米
蓄
は
富
山
県
出
身
、
京
都
絵
専
を
卒

輩
覆

土

田
麦
倦

・
郷
倉
千
靭
に
師
事
し
帝
展
日
展
の
常
連
で
現
在

は
院
展
特
待
の
日
本
画
家
で
あ
る
。

こ
の
薬
草
図
は
昭
和
二
十
年
頃
の
作
で
薬
都
富
山
に
近
親
感
の

あ
る
薬
草
花
を
蒐
め
た
珍
し
い
異
色
作
品
で
あ
る
。
画
面
の
中
央

に
大
き
く
紅

の
牡
丹
有
薬
を
描
き
そ
の
周
辺
に

二
十
余
種
の
草

花
が
巧
み
に
構
図
さ
れ
、
そ
の
薬
効
を
尋
ね
る
の
も
楽
し
い
。

牡
丹
の
根
(
皮
)
は
解
熱
鎮
痛
消
炎
に
用
い
、
有
薬
は
婦
人
病
鎮
痛

浄
止
に
生
か
さ
れ
る
。
綜
訟
花
は
痔
の
出
血
止
、
ジ
キ
タ
リ
ス
は

け

し

あ

さ

が

お

強
心
薬
、
嬰
粟
は
鎮
痛
、
索
牛
子
の
種
子
は
下
剤
に
、
ー
ザ
7

わ
の
葉

は
止
血
強
壮
剤
、
種
子
は
利
尿
下
痢
止
、

島
東
手
の
種
子
は
消
炎

萄
休
痛
経
剤
と
な
る
。
ど
く
だ
み
は
民
間
薬
と
し
て
全
草
整
腸
作

用
が
あ
り
解
毒
下
痢
止
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

保
慌
の
根
は
去
妓
気
管
支
炎

・
咳
止
に
利
き
、

加
阪
か
貯
の
根
葉

は
解
熱
健
胃
作
用
が
あ
り
、
さ
ふ
ら
ん
の
附
設
は
鎮
静
通
経
剤
婦

A
A
病
に
用
い
ら
れ
る
。
南
天
実
は
咳
止
ぜ
ん
そ
く
に
利
き
、

十恥
臨

エ
ド
の
全
草
は
消
炎
痢
尿
、
種
子
は
咳
止
下
痢
止
、

劃
膨
の
根
は
に

が
く
健
胃
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
|

|
等
々
。

(県
薬
事
研
究
所
長
の
貴
重
な
薬
効
を
教
示

・
そ
の一

部
を
紹
介
)

佐
藤
良
成



スポーツでつくるう
心とからだ

富山県が招いた一流スポーツ指導者に学ぶ
「生涯の健康と生きがいを求めて」をテーマに、

7月29日(土〉から始まつだ県民スボツ大学校は¥

延べ 6，600人ガ参加して開設され¥来県しだわガ

国スポ ツ界の一流指導者からスボ ツの楽しさ

の手ほどきを受けましだ。

世界ーへの厳しい道と輝かしい栄光に麦えられ

だ講師の熱山な指導は¥受講者に深い感銘を与え

ましだ。

スポ ツの秋を迎え、健康 ・体力の増進を考え

ているあなだに、この指導者疋ちのキラリと光る

言をお送りします。

スポ ツだけでなく¥日頃の生活のヒントにも

あ役立てください。

f 中 村昌枝氏 (旧姓河西)
.東京オリンピッフ日本女子パレ ボ ル チ ー ム 主 将

ホコートで得たものが、生活にい

かされてニそ、ほんとうのスポー

ツです、

斉藤孝弘氏・日本ナショナルチムコーチ

*本当の勝利は、他人の何倍もの

努力が積み重ねられてニそ味わう

ニとのできるものである、

別所毅彦氏・元読売巨人軍投手

" rお願いします.1Jrすみません.lJ

「ありがとうございました .1Jo 

ニれがスポーツマンの基本だ、

藤 田 一 郎 氏 ・日本サッカー協会技術委員

ホ失敗をとがめるより 、指導を、

長谷川信彦氏
.1967年世界卓球選手権大会チャンピオン

*日本ーとなるには日本一の努力

を。世界ーになるには世界ーの努

力を、
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